
「
減
気
・
験
気
・
元
気
」
小
考

（
一
）
　
は
じ
め
に

気
な
る
も
の
は
ま
こ
と
に
摩
討
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
現
わ

れ
て
以
来
、
数
千
年
の
時
空
を
ず
っ
と
貫
通
し
て
滅
び
ず
、
現
代
に
於
い
て
も

尚
嬰
揆
た
る
現
役
で
あ
る
。
さ
て
、
斯
様
な
「
気
」
は
如
何
な
る
意
味
や
性
格

を
も
っ
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
か
、
亦
、
日
本
に
渡
来
し
た
「
気
」
の
概
念

が
何
時
、
如
何
に
し
て
形
づ
く
ら
九
、
時
代
の
推
移
と
共
に
、
ど
の
よ
入
ノ
に
変

化
し
、
展
開
さ
れ
て
き
た
か
、
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
研
究
の

目
的
と
す
る
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
各
時
代
の
両
国
文
献
に
於
け
る

「
気
」
ま
た
は
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
語
を
詳
細
に
調
査
し
、
そ
の
意

味
用
法
を
考
究
、
比
較
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
が
有
効
で
あ
る
。
本
稿
は

「
元
気
」
を
中
心
に
考
え
、
研
究
の
一
階
梯
と
し
た
い
。

「
元
気
に
な
っ
た
」
と
か
「
お
元
気
で
す
か
」
と
い
う
表
現
は
、
日
本
語
で

は
よ
く
用
い
ら
れ
、
耳
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
元
気
」
は
日
常
用

稟

　

　

　

　

竹

　

民

語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
か
か
る
「
元
気
」
　
は
、
奈

良
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
遡
っ
て
は
果
た
し
て
現
代
語
の
如
く
使
わ
れ
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
研
究
の
有
り
方
を
、
今
、
私
に
整
理
し
て
み
る
と
、
概
ね
、
次

の
三
説
に
分
け
ら
れ
よ
う
か
と
思
う
。
そ
れ
を
要
約
し
て
言
え
は
、
「
「
元

T

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

）

気
」
1
「
元
気
」
二
、
「
減
気
」
1
「
元
気
」
三
、
「
験
気
」
1
「
元
気
」
と
い
っ

た
三
種
の
変
わ
り
方
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
斯
様
な
変
化
が
何
時
、
如
何
な
る

文
献
で
、
何
故
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。
そ
れ

に
先
立
っ
て
ま
ず
、
「
元
気
・
減
気
・
験
気
」
　
の
よ
み
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
三
者
の
よ
み
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
古
辞
書
と
訓
点
資
料
か
ら
判
明
す
る
。
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ケ
ン
キ

減
気
違
例
－

ゲ
ソ
セ
ウ
　
　
　
　
ソ
ソ
　
　
　
　
　
キ

減
少
　
－
損
　
－
気

’
L
r
ル
ス
ク
ナ
シ
　
ソ
コ
ナ
ウ
　
　
　
　
イ
キ

ゲ
ソ
キ

減
気

ゲ
ソ
キ

験
気
　
疾
－
病
所
レ
言

（
塵
芥
下
1
3
オ
①
）

（
文
明
本
節
用
集
6
0
2
⑤
）

（
弘
治
二
年
本
節
用
集
1
7
7
⑤
）

（
軍
言
字
考
節
用
集
言
辞
1
1
冊
1
4
⑥
）



ゲ
ソ
キ
　
　
　
ケ
ツ
＋

元
気
　
血
気

シ

ク

ト

ウ

シ

テ

元
（
平
濁
）
　
気
（
声
）
一
俵
－
動
（
平
！

ハ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

キ

吐
。
元
－
気
之
精
へ
芦
〉
－
液

（
同
右
、
肢
脛
気
形
五
冊
2
2
①
）

（
六
地
蔵
寺
蔵
本
性
霊
集
懸

（
久
遠
寺
戒
本
朝
文
粋
巻
十
二
1
8
0
⑬
）

（
二
）
中
国
文
献
に
於
け
る
「
元
気
」

中
国
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
よ
っ
て
韻
文
、
散
文
、
俳
書
と
い

ぅ
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
っ
て
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
元
気
」
は
各
文
章
ジ
ャ

ソ
ル
か
ら
そ
の
用
例
を
検
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
「
減
気
」
「
験
気
」
と
い

ぅ
語
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
故
に
「
減
気
」
と
「
験
気
」
と
は
「
元
気
」
と

異
な
り
、
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
は
な
く
、
日
本
で
作
ら
れ
た
所
謂
和
製
漢
語

T
こ

で
あ
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
気
」
が
日
本
に
伝
来
し
て
形

態
上
の
変
化
が
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

以
下
、
今
回
調
べ
て
得
た
「
元
気
」
の
用
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
を
考
え
よ
う
。

〓
　
元
気
輯
三
統
五
行
於
上

聞
　
倶
稟
元
気
、
或
猫
為
人
、
或
為
禽
獣

聞
　
上
古
之
世
太
素
之
時
元
気
窃
冥
未
有
形

回
　
元
気
者
、
天
地
之
始
、
万
物
之
祖
、

（
漢
書
・
律
暦
志
）

（
論
衡
・
幸
偶
）

（
潜
夫
論
巻
六
本
訓
第
3
2
）

（
唐
・
陳
子
昂
・
諌
政
理
容
）

右
の
「
元
気
」
は
天
地
未
分
の
前
の
渾
然
一
体
た
る
気
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
天

地
自
然
を
成
す
根
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
正
に
中
国

の
戦
国
時
代
に
出
現
し
た
気
一
元
論
の
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
天
地
宇
宙
の

一
切
を
気
に
還
元
し
て
把
捉
す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
気
」
は
ほ
か

で
も
な
く
「
元
気
」
、
「
精
気
」
　
で
、
亦
、
『
管
子
』
内
業
篇
に
述
べ
て
い
る

「
精
」
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
「
凡
物
之
精
、
此
（
比
）
則
岳
レ
生
。
下
生
二

五
穀
一
、
上
声
一
列
撃
、
流
二
於
天
地
之
問
一
、
謂
〓
之
鬼
神
一
。
戒
二
於
習
中
一
、

謂
二
之
聖
人
こ
と
あ
る
。
「
元
気
」
は
人
と
宇
宙
を
貫
い
て
流
動
無
形
の
根
源

的
存
在
で
あ
る
。

国
　
夫
亡
者
、
元
気
去
鰹
、
貞
魂
、
　
　
　
　
　
（
後
漢
書
・
超
沓
倍
）

㈲
守
神
保
元
気
、
動
息
随
天
理
　
　
　
（
張
籍
歌
詩
、
学
仙
巻
七
攣

聞
（
柳
）
公
度
善
撞
生
（
略
）
日
吾
初
無
術
、
但
未
嘗
以
元
気
佐
喜
怒

（
哲
唐
書
一
六
五
柳
公
綽
椿
）

㈱
　
穀
気
勝
元
気
、
其
人
把
而
不
語
（
太
平
御
覧
八
三
七
晋
楊
泉
物
理
論
）

回
　
凡
人
元
気
盃
十
六
両
、
漸
老
而
耗
　
　
　
　
　
（
蘇
按
・
龍
川
別
志
）

的
　
讐
諸
疾
病
者
、
元
気
巳
虚
、
邪
気
已
甚
、
姑
以
平
和
湯
剤
扶
持
之
可
也
、

（
宋
・
録
鼎
臣
、
東
原
銀
）

右
に
引
い
た
「
元
気
」
は
人
体
生
命
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
本
、
横
位
と

し
て
用
い
る
。
即
ち
、
人
間
の
生
命
力
の
源
と
な
る
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
外
篇

に
次
の
よ
う
に
妾
明
さ
れ
て
い
る
。
「
璧
而
有
レ
気
。
気
軽
而
右
レ
形
、
形
欒
而

有
レ
生
。
今
又
攣
而
之
レ
死
」
。

以
上
の
考
察
で
中
国
文
献
に
於
け
る
「
元
気
」
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
帰
納

で
き
る
。
△
人
間
を
も
含
め
て
の
萬
物
を
杭
成
す
る
源
泉
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T
ヱ

と
な
る
。
つ
ま
り
『
荘
子
』
外
請
に
説
い
て
い
る
「
天
下
を
通
じ
て
一
気
の
み
」

と
い
う
「
気
一
元
論
」
の
「
一
気
」
と
解
さ
れ
る
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
な
っ

て
朱
子
学
の
「
理
気
二
元
論
」
を
批
判
し
、
「
天
地
の
問
一
元
気
の
み
」
を
主

張
し
た
。
そ
れ
は
「
気
一
元
論
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
元
気
」
は
ほ
か
で

も
な
く
中
国
の
「
元
気
」
を
指
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
当
時
（
江
戸
時
代
）

の
「
気
一
元
論
」
と
そ
れ
に
関
わ
る
思
想
論
争
と
が
、
荘
子
の
時
代
の
中
国
の

思
想
の
「
復
古
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
国
の
「
元
気
」
と
現
代
日
本
語
の
「
元
気
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
者
の

意
味
上
の
蓬
庭
が
大
き
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
現
代
日
本
語
に
常
用
さ
れ
る

「
元
気
」
は
果
た
し
て
そ
の
ま
ま
中
国
語
の
「
元
気
」
を
継
受
し
た
の
か
と
い

う
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。

（
三
）
日
本
文
献
に
於
け
る
「
元
（
減
・
験
）
気
」

二
項
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
が
如
く
、
「
元
気
」
は
中
国
語
に
見
ら
れ
て
、

そ
れ
の
出
自
と
な
る
と
考
え
て
よ
い
。
以
下
、
考
察
を
加
え
る
和
製
漢
語
の

「
減
気
」
「
験
気
」
と
は
位
相
上
の
差
異
が
存
在
す
る
。

日
本
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
基
づ
い
て
和
文
、
漢
文
、
和
漢
混

清
文
と
分
か
っ
て
、
「
元
気
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
奈
良
時
代
文
献
か
ら
は
そ

の
用
例
を
確
認
で
き
ず
、
平
安
鎌
倉
時
代
文
献
に
は
四
例
現
わ
れ
る
が
主
と
し

て
漢
文
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
回
調
査
不
足
に
よ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
元
気
」
は
そ
の
使
用
量
と
使
用
の
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
か
ら
考
え
る
と
、
非
日
常

の
書
記
用
語
に
過
ぎ
な
い
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
現
代
語
の
七
う
に
日
常
用

語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
元
気
」
と
性
格
が
は
っ
き
り
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の

四
例
の
「
元
気
」
を
挙
げ
て
意
味
を
考
え
よ
う
。

川
　
元
（
平
潤

ソ

タ

　

ト

ゥ

シ

テ

　

　

　

　

　

7

シ

　

　

　

　

　

　

　

ケ

タ

チ

マ

ナ

　

ロ

ク

気
（
去
声
）
　
日
焼
－
動
（
平
声
　
葦
－
童
）
牙
乍
－
驚

カ
ヒ

（
六
地
蔵
寺
蔵
本
性
霊
集
嬰

d
元
気
否
塞
、
玄
黄
噴
簿
、
辰
星
乱
逆
　
（
曹
植
文
集
巻
1
6
0
⑬
琉
徳
論
）

テ

イ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ク

～

し

・

ノ

＼

ノ

＼

　

　

エ

キ

出
　
撃
陰
陽
之
気
－
侯
一
一
一
（
略
）
　
吐
二
元
－
気
之
精
－
液
一

（平・声）

（
久
遠
寺
戒
本
朝
文
粋
巻
十
二
1
8
0
⑬
）

…
一
天
之
下
、
均
含
元
気
　
　
　
　
　
（
鎌
倉
遺
文
二
巻
3
2
6
⑧
）

d
昇
蛋
重
望
元
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
漢
書
、
明
帝
紀
）

回
　
孔
老
ノ
畢
l
元
気
道
冒
生
シ
、
万
物
天
地
冒
ナ
ル
、
混
沌
ノ
一
気
、
五
運
一
越

反
ソ
テ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
上
5
9
オ
）

右
に
引
い
た
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
日
本
文
献
に
見
え
た
「
元
気
」
は
四
例
と

も
天
地
自
然
に
広
が
り
、
萬
物
を
創
出
す
る
精
気
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。
こ
れ
は
参
考
例
の
示
す
よ
う
に
本
来
の
中
国
語
の
「
元
気
」
と
同
じ
意

味
で
、
そ
れ
を
継
承
し
た
と
言
え
よ
う
、
意
味
と
い
い
、
使
用
量
と
い
い
、
現

代
日
本
語
の
「
元
気
」
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
「
元
気
」
と
の
間
に
は
大
き
く
隔

り
が
存
在
し
て
、
そ
れ
を
直
接
に
継
受
し
た
と
到
底
考
え
ら
れ
難
い
。

次
に
中
国
語
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
減
気
」
と
「
験
気
」
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
。
先
ず
、
「
験
気
」
を
見
よ
う
。
今
回
調
査
し
た
限
り
の
鎌
倉
時
代

ま
で
の
日
本
文
献
で
は
、
「
験
気
」
は
右
記
の
「
元
気
」
よ
り
使
用
量
が
尚
更
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少
な
く
、
僅
か
一
例
し
か
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
使
用
度
か
ら
見
れ
ば
、
「
験

気
」
は
「
元
気
」
　
と
同
じ
く
非
日
常
用
語
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

で
は
現
代
日
本
語
の
「
元
気
」
　
と
明
白
に
相
違
す
る
。
そ
の
一
例
の
「
験
気
」

を
挙
げ
て
意
味
を
考
え
よ
う
。

川
　
熊
野
御
山
下
向
人
其
験
気
之
利
生
奪
取
老
三
所
在
（
諸
山
縁
起
3
4
7
上
⑲
）

例
中
の
「
験
気
」
　
は
祈
繭
、
加
持
な
ど
の
放
き
目
と
い
う
意
味
で
用
い
て
、
次

の
「
致
験
気
」
と
殆
ど
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

△
蛙
有
二
祈
療
治
一
無
二
致
験
嘉
一
　
　
　
　
（
百
錬
抄
1
7
6
①
嘉
恕
元
年
）

右
の
考
察
で
、
意
味
か
ら
も
使
用
量
か
ら
も
現
代
語
の
「
元
気
」
　
は
「
験
気
」

と
の
格
差
が
余
り
に
も
大
き
い
た
め
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
言

い
難
か
ろ
う
。
意
味
変
化
の
条
件
と
も
言
え
る
が
、
多
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
意

味
が
変
化
し
か
ね
る
こ
と
か
ら
も
考
え
る
と
、
「
元
気
」
　
と
「
験
気
」
　
の
間
に

は
意
味
変
化
が
起
こ
り
難
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
次
に
「
減
気
」

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

今
回
調
べ
た
日
本
文
献
で
は
、
「
減
気
」
　
は
和
文
か
ら
は
確
認
さ
れ
ず
、
漢

文
と
和
漢
混
清
文
と
の
み
に
そ
の
用
例
を
検
出
で
き
た
。
が
、
そ
の
使
用
範
囲

か
ら
見
れ
ば
、
右
に
考
察
し
た
「
元
気
」
「
験
気
」
　
よ
り
拡
大
し
た
と
言
え
よ

う
。
尚
、
使
用
状
況
は
左
記
の
裏
の
通
り
と
な
る
。

表
に
依
れ
ば
、
次
の
諸
点
が
言
え
よ
う
。
「
減
気
」
　
は
、
そ
の
使
用
量
が

「
元
気
」
「
験
気
」
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
亦
、
「
減
気
」
は
奈
良
時
代
文

献
に
は
ま
だ
登
場
し
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
始
め
て
そ
の
漢
文
に
現

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
、
平
安
時
代
漢
文
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
公
家

日
記
に
偏
用
さ
れ
る
傾
向
性
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
も
依
然

と
し
て
持
続
す
る
。
従
っ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
減
気
」
　
は
先
ず
書

記
の
常
用
語
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
和
決
混
琉
文
に
も
見
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
書
記
用
語
か
ら
離
脱
し
て
一
般
の
日
常
用
語
に
変
身
し
た
の
で
は
な
い
か

と
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
、
使
用
量
に
せ
よ
、
使
用
範
囲
に
せ
よ
「
減
気
」
　
は

「
元
気
」
「
験
気
」
　
と
違
っ
て
、
現
代
語
の
「
元
気
」
　
と
n
似
す
る
。
次
に
先

ず
平
安
時
代
文
献
の
「
減
気
」
　
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
小
右
記
』
　
に
見
え
た
十

三
例
を
中
心
に
検
討
を
施
す
。

川
　
冷
泉
院
如
霜
乱
御
倦
御
坐
、
（
鴫
）
冷
泉
院
従
去
夕
頗
減
気
銅
坐
者
、

（
小
右
記
二
1
6
9
◎
）

「
減
気
」
　
の
「
減
」
字
は
そ
の
意
味
が
次
に
挙
げ
る
古
辞
書
か
ら
分
か
る
。

減
、
損
也
又
姓
洪
有
減
宣
。
　
　
　
　
　
（
校
正
宋
本
廣
紺
3
3
6
⑨
）

減
、
［
説
文
］
　
損
也
。
［
王
篇
］
　
少
也
担
也
、
又
水
名
也
、
又
姓
也
、
俗
作

減
非
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
康
巴
李
典
6
3
3
㊥
）

の
よ
う
に
物
事
の
状
態
、
是
が
か
る
く
、
す
く
な
く
な
っ
た
り
、
お
と
ろ
え
た

り
す
る
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
和
化
正

文
を
今
回
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
「
減
」
字
は
主
と
し
て
病
状
の
お
と
ろ
え

る
の
に
偏
用
す
る
と
い
っ
た
独
特
な
用
字
法
を
見
せ
て
い
る
。
「
沌
」
は
「
気
」

と
の
み
な
ら
ず
、
「
平
、
損
、
少
（
小
）
」
な
ど
も
結
合
し
て
「
平
泣
、
滅
平
、
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減　　　　　　　　　　　　 気

用例数 文　　　　　　 献 時　 代
文　　 章

ジ ャソル

13 小　　　　　　 右　　　　　　 記

平

安

漢

文

1 御　　 堂　　 関　　 白　　 記

6 春　　　　　　　　　　　　 記

14 水　　　　　　 左　　　　　　 記

5 中　　　　　 右　　　　　 記

3 長　　　　　　 秋　　　　　　 記

8 殿　　　　　　　　　　　　 暦

1 兵　　　　　　 範　　　　　　 記

2 台　　　　　　　　　　　　　 記

4 書　　　　　　　　　　　　 記

1 長　　　　　　 記

1 後　 拾　 遺　 往　 生　 伝

59 計

4 平　　　　　　 戸　　　　　　 記

鎌

倉

22 玉　　　　　　　　　　　　　 糞

6 明　　　　　　 月　　　　　　 記

1 花　 園 ・ 伏　 見　 天　 皇　 戻　 記

12 吾　　　　　　 妻　　　　　　 鏡

7 猪　　 隈　　 関　　 白　　 記

4 鎌　 倉　 遺　 文 （1 －1 0 ．1 6 ）

1 南　　　 都　　　 往　　　 来

57 計

3 今　　 昔　　 物　　 語　　 集 院政 和漢

混清文1 正　 法　 眼　 蔵　 随　 開　 記 鎌

倉1 栂　 尾　 明　 恵　 上　 人　 倍

5 計

121 合　　　　　　　　　　　　　 計

－17－



減
損
、
少
減
、
小
減
」
が
出
来
、
病
態
が
よ
く
な
る
こ
と
を
表
す
。

減
、
任
斬
反
、
省
、
軽
、
損
、
倦
（
高
山
寺
本
笈
隷
萬
象
名
義
五
帖
1
0
0
オ
⑥
）

衰
オ
ト
；
耗
減
損
完
萎

㈲
　
御
目
更
不
御
減
気
云
々

（
窯
川
本
色
菓
字
煩
抄
中
人
脛
6
5
ウ
④
）

（
小
右
記
四
1
7
⑧
）

回
　
主
上
御
目
未
御
減
気

回
　
大
納
言
所
悩
（
略
）
晩
頭
大
納
言
吏
無
減
気

囚
　
座
主
所
被
努
無
減
気

㈲
　
座
主
所
悩
事
早
旦
取
案
内
、
々
供
報
云
、
未
有
減
気
著

聞
　
和
尚
所
悩
従
昨
弥
重
、
（
略
）
　
報
云
、
更
無
減
気

（
同
右
7
9
⑬
）

（
同
右
2
0
3
⑬
）

（
巻
五
1
3
8
⑤
）

（
同
右
1
8
9
⑨
）

（
同
右
7
9
⑬
）

（
4
カ
）

聞
　
去
夕
重
痕
、
修
誼
扇
所
□
　
其
後
頗
宜
、
然
而
熱
気
末
故
老
、
末
有

酎
訝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
孟
⑬
）

回
　
資
房
熱
気
少
許
（
略
）
資
房
巳
有
減
気
　
　
　
　
（
同
右
1
8
5
⑬
）

㈹
　
療
治
如
昨
、
聯
有
減
束
（
略
）
余
所
券
面
庇
似
愈
合
　
（
同
右
2
0
7
◎
）

国
　
相
成
云
、
春
宮
大
夫
所
努
従
昨
日
有
減
気
　
　
　
（
巻
七
2
0
7
⑨
）

的
　
従
昨
痢
病
墾
（
略
）
無
敢
減
気
者
、
　
　
　
　
　
（
同
2
4
6
③
）

拍
　
従
去
夕
亜
絡
夕
悩
気
、
似
風
病
、
但
頭
打
頗
熱
、
時
疫
軟
（
略
）
　
従

晩
有
減
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
九
2
③
）

右
に
列
挙
し
た
「
減
気
」
　
の
用
例
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
減

気
」
は
い
ず
れ
も
人
間
の
体
の
非
脛
康
な
状
態
或
い
は
病
気
と
共
起
し
て
用
い

ら
れ
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。
残
り
の
平
安
時
代
文
献
の
「
減
気
」
も
い
ず

れ
も
『
小
右
記
』
　
の
と
同
じ
く
「
弟
、
御
邪
気
、
病
、
温
気
、
御
違
例
、
御
不

例
、
瘡
、
御
心
地
、
病
悩
、
腫
物
」
な
ど
の
よ
う
な
体
の
非
鰹
康
な
状
態
と
共

に
用
い
ら
れ
る
。
但
し
、
一
例
の
み
が
病
気
で
は
な
く
、
「
奇
星
」
　
の
状
態
と

一
緒
に
使
わ
れ
る
。

△
今
夕
奇
星
頗
有
減
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
右
記
三
9
3
上
⑫
）

「
減
気
」
は
奇
異
な
星
の
勢
い
が
衰
え
、
弱
く
な
る
こ
と
を
示
す
。
「
減
気
」

の
対
象
は
違
う
も
の
の
、
述
語
「
有
」
と
「
オ
ト
ロ
フ
」
と
い
う
意
味
は
右
記

の
十
三
例
と
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
「
減
気
」
　
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
帰
納
で
き
よ
う
。

（
一
）
　
病
勢
が
衰
え
て
、
快
方
に
向
か
う

（
二
）
物
事
の
状
態
が
弱
く
な
る

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
残
り
の
平
安
時
代
文
献
の
「
滅
気
」
を
検
討
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
右
記
に
分
顕
し
た
二
つ
の
意
義
と
一
致
す
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、

使
用
頻
度
か
ら
見
れ
ば
、
平
安
時
代
文
献
で
は
、
（
二
）
　
の
意
義
を
示
す
「
泣

気
」
は
一
例
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
全
部
〓
）
　
の
意
義
と
な
る
と
い
う
頂
著

な
格
差
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
（
こ
　
の
意
義
は
中
心
義
と
な
る
が
、
（
二
）

の
意
義
は
周
辺
的
な
働
き
を
成
す
。

尚
、
公
家
日
記
に
於
い
て
は
、
「
減
気
」
　
に
対
し
て
病
状
或
い
は
事
態
が
重

く
、
わ
る
く
な
る
こ
と
を
表
す
「
増
気
」
と
い
う
表
現
も
存
す
る
。
両
者
が
対

義
的
関
係
で
一
進
一
退
の
病
状
、
事
態
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
更
に
、

「
増
気
」
も
「
減
気
」
　
と
同
様
に
日
本
で
作
ら
れ
た
和
製
授
語
で
あ
る
と
思
わ
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れ
る
。△
三
位
病
包
画
璃
気
云
々

△
所
労
有
増
気
、
末
櫨
起
居
者
、

△
去
夜
奇
星
又
出
、
但
窟
日
数
頗
長
増
気

（
小
右
記
二
1
3
2
⑤
）

（
同
右
六
1
8
5
⑦
）

（
中
右
記
三
8
8
上
①
）

「
減
気
」
よ
り
更
に
病
状
が
よ
く
な
り
、
全
快
に
達
す
る
、
即
ち
、
病
気
が

治
り
、
平
常
の
鰹
頗
状
態
に
も
ど
る
こ
と
を
表
す
表
現
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
見
ら
れ
る
。

△
朕
見
二
疲
努
一
側
二
隠
於
心
高
心
二
其
平
復
一
計
無
レ
所
出

亦
、
病
気
と
い
う
も
の
は
「
減
気
」
と
「
増
気
」
の
示
す
が
如
く
、
軽
く
よ

く
ま
た
は
歪
く
わ
る
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
よ
く
も
わ
る
く
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
斯
様
な
時
は
次
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

△
中
賃
率
云
繹
宝
無
増
減
由
、
（
略
）
依
両
室
病
倦
至
急
、

（
小
右
記
八
4
2
⑤
）

△
御
心
地
無
増
減
之
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
左
記
5
6
上
⑬
）

と
あ
る
。

更
に
和
化
漢
文
で
は
、
「
減
気
」
と
類
義
的
な
表
現
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。

△
参
中
宮
今
日
頗
有
平
損
之
気
義
海
律
師
云
、
（
略
）
有
御
病
減
損
気
云
々
、

（
貞
信
公
記
2
0
9
①
）

△
所
悩
平
復
但
食
頗
減
、

△
依
有
所
努
慣
文
、
猶
不
平
愈
、

△
昨
日
以
後
有
平
愈
気
者
、

△
日
東
煩
胸
病
、
昨
日
頼
有
平
気

△
此
間
御
粟
少
有
二
平
症
之
気
一
、

（
続
日
本
紀
養
老
元
年
十
一
月
）

（
小
右
記
二
3
9
⑤
）

（
同
右
一
1
2
4
⑮
）

（
同
右
三
4
3
⑤
）

（
同
右
四
1
5
4
⑦
）

（
扶
桑
略
紀
3
0
5
⑲
〉

【

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

と
あ
る
が
、
現
代
語
の
「
全
快
、
全
治
、
全
愈
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
現
わ
　
1
9

れ

て

い

な

い

よ

う

に

見

え

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

さ
て
、
「
減
気
」
の
見
え
な
か
っ
た
和
文
で
は
「
減
気
」
の
表
す
意
味
合
い

が
如
何
な
る
表
現
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

△
自
菖
年
所
努
本
病
未
平
損

△
日
来
所
悩
不
減

△
近
江
守
朝
臣
日
老
病
悩
、
自
昨
夕
似
減
平
者

△
唯
瘡
気
頗
伏
著
、
（
略
）
式
光
今
日
夕
平
減
気
、

△
後
心
地
宜
禰
（
弥
）
有
減
気
色
、

△
御
心
地
頗
有
宜
気
、

（
九
暦
3
6
⑤
）

（
小
右
記
品
⑫
）

（
同
右
二
9
4
⑬
）

（
同
右
六
2
2
6
⑮
）

（
殿
暦
三
1
4
7
⑬
）

（
水
左
記
5
3
上
①
）

△
病
に
い
と
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
て
、
す
こ
し
を
こ
た
り
て
内
に
ま
い
た
り
み

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
物
語
百
一
段
響

△
か
の
山
て
ら
の
人
は
よ
ろ
し
く
な
り
て
　
い
て
給
ひ
に
け
り

（
源
氏
物
語
、
若
紫
1
7
6
⑲
）

△
病
ひ
あ
り
て
、
東
山
な
る
所
に
侍
り
け
る
を
、
よ
ろ
し
く
成
て
後
、
い
か

l

が
と
人
の
と
ひ
侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
（
千
載
和
歌
集
、
1
4
詞
書
）

l

△
御
も
の
1
け
と
も
い
と
こ
1
ろ
あ
は
た
ゝ
し
け
な
れ
は
御
い
の
り
の
か
た



は
さ
り
と
も
と
お
ほ
さ
る
ゝ
に
う
ち
つ
け
に
や
す
こ
し
か
る
ま
せ
た
ま
ふ

や
う
な
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
花
物
語
巻
十
三
、
二
⑲
）

の
よ
う
な
表
現
は
「
減
気
」
不
在
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
白
を
補
完
す
る
よ
う
を
こ

思
わ
れ
る
。

以
上
、
平
安
時
代
文
献
に
於
け
る
「
減
気
」
　
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
次

に
鎌
倉
時
代
文
献
の
「
減
気
」
を
見
よ
う
。
先
ず
、
漢
文
に
於
け
る
「
減
気
」

に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
た
十
二
例
を
中
心
に
考
究
を
加
え
る
。

川
　
御
不
例
減
気
之
間
、
　
　
　
　
　
　
　
（
吾
妻
錠
前
篇
5
1
1
⑫
）

㈱
　
前
奥
州
義
時
病
悩
。
自
著
御
心
神
錐
レ
令
二
違
乱
一
。
又
無
二
殊
事
一
。
而

今
度
巳
及
二
危
急
l
。
（
略
）
　
可
下
令
属
二
減
晃
一
給
上
之
由
、
（
同
右
後
篇
1
8
⑤
）

桝
　
賂
軍
家
御
不
例
御
減
気
之
間
。
有
二
御
沐
浴
之
儀
一
云
々
。
（
同
右
4
7
⑧
）

用
　
将
軍
家
御
不
例
之
事
。
（
略
）
自
二
今
日
一
柳
有
二
御
減
気
二
石
々
。
（
同
右
5
4
⑦
）

囚
　
日
東
不
例
依
レ
属
二
減
晃
一
。
今
日
沐
浴
云
々
。
　
　
　
　
（
同
右
7
3
①
）

㈲
　
祈
〓
今
出
河
入
道
相
国
療
病
一
。
忽
令
レ
属
二
減
気
一
斉
願
二
致
験
一
之
由

云
々
。

聞
　
若
君
御
前
御
不
例
減
気
之
後
。

聞
　
御
不
例
豆
。
聯
有
二
御
減
気
二
石
々
。

㈱
　
（
痢
病
）
有
忽
減
気
属
之
可
レ
賜
之
由
。

㈹
　
武
州
室
所
努
減
気
之
間
。

（
同
右
郡
⑤
）

（
同
右
3
1
3
⑲
）

（
同
右
5
3
◎
）

（
同
右
4
7
5
⑧
）

（
同
右
6
1
9
⑮
）

柚
武
州
病
患
属
－
一
減
気
－
。
汗
太
降
云
々
。
　
　
　
　
（
同
右
7
5
4
⑨
）

的
　
御
嘩
竜
（
略
）
可
レ
有
二
御
減
気
一
之
由
。
　
　
　
（
同
右
8
7
1
③
）

右
記
に
例
示
し
た
『
吾
妻
鏡
』
の
「
減
気
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
い

ず
れ
も
「
御
不
例
、
御
悩
、
疾
病
、
所
努
、
病
患
、
御
悩
」
な
ど
の
よ
う
な
人

間
の
体
の
非
健
康
的
状
態
或
い
は
病
気
と
共
に
用
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
尚
、

残
り
の
鎌
倉
時
代
漢
文
の
「
減
気
」
　
の
用
例
を
考
察
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
は

『
吾
妻
鏡
』
と
同
様
に
人
間
の
病
気
等
と
共
起
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

鎌
倉
時
代
漢
文
に
於
け
る
「
減
気
」
は
、
平
安
時
代
の
（
こ
　
の
「
病
勢
が
衰

え
、
快
方
に
向
か
う
」
と
い
う
意
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
古
記
鐙
の
振
承
性

を
反
映
す
る
一
方
、
平
安
時
代
の
　
（
二
）
　
の
意
義
は
消
失
し
て
時
代
の
差
異
も

呈
出
す
る
。
亦
、
平
安
時
代
の
「
減
気
」
と
対
義
的
に
使
用
さ
れ
る
「
増
気
」

と
い
う
表
現
は
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
次
に

挙
げ
る
用
例
か
ら
分
か
る
。

△
将
軍
家
御
不
例
。
追
レ
日
増
気
。
　
　
　
　
（
吾
妻
昼
前
篇
6
0
3
⑬
）

△
二
位
家
御
不
例
自
二
去
七
日
－
御
増
気
。
　
　
　
　
　
（
同
右
後
篇
由
⑤
）

次
に
和
預
混
清
文
に
現
わ
れ
た
五
例
の
「
減
気
」
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
を
考

え
よ
う
。

ノ

カ

　

　

　

ヒ

プ

ロ

　

ヘ

　

　

　

　

ス

コ

　

ゲ

こ

′

キ

H
而
成
、
日
東
，
経
テ
此
ノ
病
少
シ
減
気
有
二
今
昔
物
語
集
巻
1
3
、
2
4
8
⑥
）

聞
師
ノ
病
蔚
料
扉
和
祭
ノ
臣
岩
l
一
似
＝
　
　
（
同
右
巻
1
9
、
1
1
2
◎
）

γ

ノ

＿

7

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

ト

リ

　

　

7

リ

　

　

　

　

ユ

e

刷
　
母
少
ソ
減
気
右
ケ
レ
パ
、
弟
ノ
僧
、
三
振
京
極
ノ
迫
．
1
節
′
右
ケ
ル
所
へ
．
テ
行
言
．

（
同
右
巻
訂
、
5
2
3
⑨
）

20



C
！
箪
亮
人
、
私
輿
望
気
牢
見
違
－
－
　
（
同
右
巻
堕
等
）

プ
y
’

例
日
初
回
の
「
減
気
」
は
参
考
例
の
「
減
ズ
ル
気
」
と
、
文
の
構
造
と
し
て
煩

似
性
を
見
せ
る
し
、
又
意
味
と
し
て
も
同
じ
く
病
気
が
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
示
す
。
そ
の
故
に
、
「
減
気
」
と
い
う
和
製
授
語
は
「
減
ズ
ル
気
」
か
ら
形

（7）

成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
何
時
成
立
し
た
か
に
つ
い

て
は
尚
検
討
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

．

′

明

山

り

～

　

　

　

　

　

　

ぞ

，

き

国
　
共
後
種
々
二
療
治
ス
レ
．
ハ
、
少
シ
キ
減
気
在
リ
シ
カ
ド
モ
、
又
増
気
在

リ
テ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
法
眼
戒
随
閲
記
∽
⑫
）

川
　
上
人
所
労
少
減
気
出
来
被
レ
ニ
ケ
リ
、
　
（
栂
尾
明
恵
上
人
借
上
2
8
7
⑤
）

右
記
に
引
い
た
和
漢
混
清
文
に
現
わ
れ
た
「
減
気
」
は
五
例
と
も
「
病
、
所

ぢ
」
と
共
起
し
て
用
い
て
、
前
述
し
た
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
と
共
通
し
て
い
る
。

意
義
も
淫
文
と
同
じ
く
病
勢
が
衰
え
て
、
快
方
に
向
か
う
こ
と
を
表
し
て
、
漢

文
の
踏
襲
と
看
取
さ
れ
る
。
殊
に
「
減
気
有
（
在
）
リ
」
と
い
う
構
文
を
見
る

と
、
漢
文
に
多
用
さ
れ
る
「
有
減
気
」
を
彷
彿
さ
せ
て
、
そ
れ
を
訓
読
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

尚
、
病
気
の
全
快
す
る
こ
と
を
表
す
表
現
は
右
記
の
平
安
時
代
の
そ
れ
を
継

承
す
る
一
方
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
現
わ
れ
て
い
る
。

△
出
家
の
故
に
や
宿
病
次
第
に
木
版
し
て
、
翌
年
の
夏
の
比
、
一
門
の
人
々

面
々
に
悦
事
を
な
し
け
る
。

（
有
朋
堂
文
庫
本
平
治
物
語
、
清
盛
出
家
の
事
2
3
7
③
）

以
上
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
「
減
気
」
を
巡
っ
て
考
究
し
て
き
た
。
次
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
「
減
気
」
は
意
味
も
使
用
量
と
範
囲
も
現
代
語
の
「
元
気
」

と
酷
似
す
る
。
一
方
、
「
元
気
」
「
験
気
」
　
は
意
味
に
し
ろ
使
用
量
に
し
ろ
現
代

語
の
「
元
気
」
と
の
懸
隔
が
大
き
く
、
双
方
の
問
に
存
す
る
意
味
上
の
連
続
性

が
「
減
気
」
よ
り
非
常
に
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
現
代
語
の

「
元
気
」
　
は
「
減
気
」
　
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
自
然
で
は

な
い
か
。
さ
て
、
「
減
気
」
は
何
時
「
元
気
」
　
に
な
り
、
又
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
。

以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
ず
、
「
減
気
」
　
か
ら
「
元
気
」
　
に

変
形
し
た
時
代
と
そ
の
過
程
と
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
右
記
の
考
察
で
明
ら
か

に
な
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
ま
で
「
減
気
」
と
「
元
気
」
と
は
使
用
量
の
差
こ

そ
あ
れ
、
両
者
が
併
存
し
て
い
た
。
時
代
が
下
っ
て
、
室
町
時
代
文
献
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
前
掲
し
た
、
文
明
六
　
二
四
七
四
）
年
の
頃
に
下
学
集
を
本

に
再
編
さ
れ
た
『
文
明
本
節
用
集
』
に
は
「
減
気
」
が
依
然
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
文
明
本
節
用
集
』
の
成
立
時
代
に
「
減
気
」
が
ま
だ
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
『
文
明
本
節
用
集
』
と

同
時
代
の
公
家
日
記
に
「
減
気
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。

糾
御
邪
気
御
減
気
御
之
問
（
康
富
記
一
3
7
8
上
⑧
嘉
曹
三
年
（
一
四
四
三
）
）

聞
　
女
房
自
今
噴
例
所
労
血
慎
、
安
曇
、
己
難
儀
之
由
告
来
間
、
急
予
罷
向

了
、
自
晩
御
得
減
気
了
、
（
親
長
脚
記
7
上
①
文
明
二
年
二
四
七
〇
）
）

制
　
御
不
預
去
夜
御
増
気
以
外
云
々
、
近
臣
等
大
略
舐
候
、
今
日
柳
御
減
気

云
々
、
珍
重
々
々
、
（
宜
胤
姻
記
1
2
8
上
⑪
文
明
十
二
年
（
∵
四
八
〇
）
）
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「
減
気
」
に
対
し
て
そ
の
反
対
の
意
味
を
表
す
「
増
気
」
も
依
然
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

△
御
不
預
又
有
御
増
気
云
々（
親
長
卿
記
6
7
下
回
文
明
十
二
年
二
四
八
〇
）
）

△
室
町
殿
御
歓
楽
以
外
御
増
気
、（
宜
胤
蜘
記
2
3
3
1
⑲
延
徳
元
年
二
四
八
九
）
）

時
代
が
更
に
下
り
、
弘
治
二
　
（
一
五
五
六
）
年
本
、
天
正
十
七
二
五
九
〇
）

年
本
節
用
集
に
も
「
減
気
」
　
が
尚
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
代
の
文
献
に

「
減
気
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

聞
　
暗
、
向
東
庵
、
病
気
大
概
減
気
也

（
実
隆
公
記
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
七
月
十
三
日
）

㈲
　
則
一
欒
進
侯
、
今
日
被
得
減
気
候
、

（
言
継
摘
記
天
文
二
年
二
五
三
一
）
　
八
月
十
一
日
）

と
あ
る
よ
う
に
、
意
味
と
し
て
も
「
減
気
」
は
相
変
わ
ら
ず
平
安
鎌
倉
時
代
の

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
病
気
と
共
に
用
い
ら
れ
、
病
勢
が
衰
え
て
、
快
方
に
向
か

う
こ
と
を
表
す
。

し
か
し
、
同
時
代
の
古
辞
書
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
験
気
」
が
「
減
気
」

と
同
じ
意
味
で
文
献
に
現
わ
れ
て
い
る
。

△
孔
子
ノ
死
シ
玉
7
時
ハ
、
子
路
ハ
衛
ノ
乱
l
l
死
シ
テ
ィ
サ
リ
シ
也
。
胡
氏
日
此
必
夫
子
失
二

司
夢
之
後
云
々
病
間
日
－
病
間
ト
ハ
款
粟
ノ
チ
ト
験
気
ナ
″
時
，
云
。
病
中
ト
ハ
病
ノ

イ
ユ
羞

間
断
ナ
シ
。
小
口
，
″
時
ハ
病
ノ
間
断
ア
リ
。
故
少
差
，
病
ノ
問
ト
云
″
也
。

（
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
4
0
0
⑧
）

△
次
岡
殿
昨
晩
御
咳
気
之
由
有
之
間
、
見
舞
了
、
御
験
気
之
由
有
之

（
言
継
脚
記
永
疎
二
年
（
一
五
五
九
）
　
二
月
十
四
日
）

同
じ
『
言
継
摘
記
』
で
は
右
記
の
例
刷
の
「
減
気
」
と
同
じ
意
味
で
、
「
験
気
」

も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
相
互
普
代
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
斯
様
な
現
象
は
「
減
気
」
と
「
験
気
」
　
に
止
ま
ら

ず
、
次
の
例
の
示
す
よ
う
に
「
減
」
と
「
験
」
　
と
の
問
に
も
生
じ
て
い
る
。

△
腰
痛
平
愈
熱
気
少
散
、
猶
頭
痛
云
々
、
少
減
也
、

（
言
紐
姻
記
永
疎
六
年
二
五
六
三
）
　
四
月
九
日
）

△
御
阿
子
昨
夕
之
粟
に
て
少
験
収
云
々
、
尚
粟
之
事
承
挟
間
又
服
進
之
、
一

（
同
右
永
緑
三
年
二
五
六
〇
）
　
二
月
十
三
日
）
　
　
2
2

△
遠
成
同
前
、
乍
去
少
減
之
由
、
宗
也
粟
、
　
　
　
　
　
　
　
－

（
多
聞
院
日
記
二
、
永
疎
十
二
年
二
五
六
九
）
　
九
月
十
三
日
）

△
煩
以
之
外
也
、
笠
方
昨
日
下
粟
に
て
少
瞼
由
也
、

（
同
右
永
疎
十
二
年
二
五
六
九
）
　
九
月
十
日
）

△
従
去
月
二
十
一
日
管
光
院
股
気
、
干
今
無
減
之
由
沙
汰
右
之
、

（
同
右
天
文
十
九
年
二
五
五
〇
）
　
八
月
五
日
）

△
童
心
院
へ
見
廻
申
了
、
御
膵
気
御
於
也
、
珍
重
々
々（
同
右
八
月
二
十
一
日
）

の
よ
う
に
例
中
の
「
減
」
と
「
験
」
は
、
表
記
が
異
な
る
も
の
の
、
意
味
用
法

と
し
て
は
同
じ
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
減
」
が
「
放
」
　
へ
変
わ
ろ
う
と
す
る



と
い
う
表
記
変
化
の
過
渡
期
の
た
め
、
両
者
併
用
と
い
う
現
象
が
尭
生
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
但
し
、
鎌
倉
時
代
に
還
っ
て
み
れ
ば
、
「
験
」
と
「
減
」
も
決
し

て
右
例
の
よ
う
に
、
同
じ
意
味
と
し
て
両
者
が
混
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
別
々

の
意
味
用
法
と
し
て
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
例
の
よ
う
に
、

「
験
」
は
（
悌
神
の
加
護
の
）
し
る
し
、
「
減
」
は
（
病
状
が
）
か
る
く
な
る

と
い
う
異
な
っ
た
意
味
を
表
す
。

△
去
夜
心
神
落
居
、
燐
神
之
験
欺
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
葉
三
、
3
9
下
⑬
）

△
邪
気
快
渡
然
而
神
心
猶
無
レ
減
。
日
放
洩
之
故
也
。
　
（
同
右
、
4
0
上
②
）

尚
、
時
代
が
更
に
下
る
と
、
「
験
気
」
は
「
減
気
」
　
よ
り
使
用
率
が
高
く
な

る
。
例
え
ば
、
右
記
の
『
言
紐
掴
記
』
の
記
録
者
山
科
言
継
の
息
子
で
あ
る
言

経
が
書
き
記
し
た
『
言
経
蜘
記
』
（
天
正
四
二
五
七
六
）
年
～
天
正
十
九

二
五
九
一
）
年
巻
一
、
二
、
四
）
　
の
み
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
同
じ
意
味

と
し
て
「
験
気
」
は
2
1
3
例
も
現
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
「
減
気
」
は
僅
か
一

例
し
か
確
認
で
き
な
い
。
即
ち
、
「
減
気
」
が
次
第
に
「
験
気
」
と
い
う
表
現

に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
江
戸
時
代

の
成
立
し
た
古
辞
書
に
は
「
減
気
」
　
の
替
わ
り
に
「
験
気
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
背
景
と
な
る
と
看
取
さ
れ
る
。

「
減
気
」
が
右
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
「
験
気
」
に

ょ
っ
て
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
次
に
挙
げ
る
所
謂
明
恵
上
人
の
侍

記
系
諸
本
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
倍
記
系
諸
本
は
、
内
容
と
し
て
は

共
通
の
性
格
を
持
つ
も
の
の
、
そ
の
説
話
単
位
の
出
入
り
等
に
於
い
て
著
し
い

相
異
も
有
す
る
。
亦
書
写
年
代
と
し
て
は
時
代
の
格
差
が
多
く
見
ら
れ
る
。

栂
尾
明
恵
上
人
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
写
年
代
　
鎌
倉
時
代
末
期
）

′
ヒ

文
蒐
上
人
所
努
難
治
由
同
法
ヨ
リ
告
給
タ
リ
シ
カ
バ
、
今
一
度
焉
向
顔
有
高
尾
へ

罷
ソ
テ
、
上
人
所
多
少
減
気
出
来
被
レ
。
ケ
リ
、
告
云
、
深
思
様
有
、

（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
筋
、
明
恵
上
人
資
料
第
一
、
十
り
五
）

梅
尾
明
恵
上
人
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
写
年
代
　
室
町
時
代
）

文
壁
上
入
所
革
難
治
由
同
朋
冒
告
タ
リ
シ
カ
ハ
今
一
度
鳥
向
顔
一
又
高
尾
へ
罷
ダ
リ
シ
。

上
人
所
劣
少
減
ノ
気
被
ケ
リ
出
来
一
、
告
日
夕
、
深
思
様
ア
リ
、（
同
右
、
十
二
オ
三
）

栂
尾
明
恵
上
人
侍
　
　
　
　
　
（
書
写
年
代
　
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
）

’

ノ

ニ

文
兜
上
人
所
劣
難
治
ノ
由
シ
同
法
ノ
許
冒
告
来
シ
カ
ハ
今
一
度
向
顔
ノ
烏
又
高
雄
。

節
リ
ス
然
。
上
人
ノ
所
労
少
減
気
吉
上
人
告
云
深
ク
思
様
7
リ
、（
同
右
、
十
二
り
四
）

栂
尾
明
恵
上
人
倍
記
　
　
　
　
　
（
書
写
年
代
　
慶
長
四
年
二
五
九
九
）
）

文
壁
上
入
所
螢
ノ
難
治
之
由
同
宿
ノ
方
ヨ
リ
告
タ
リ
シ
カ
ハ
、
今
一
度
向
顔
ノ
焉
ユ
高

尾
へ
マ
カ
リ
シ
。
上
人
所
労
少
験
気
ヲ
得
テ
レ
。
ケ
リ
告
日
、
深
思
様
ア
リ（
同
右
、
三
ウ
五
）

の
よ
う
に
、
内
容
は
い
ず
れ
も
明
恵
上
人
十
四
歳
の
時
文
党
上
人
が
病
を
患
っ

て
、
起
き
た
こ
と
を
言
う
。
が
、
書
写
年
代
に
よ
っ
て
、
本
来
意
味
と
し
て
も

「
減
気
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
が
「
験
気
」
　
に
取
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
。
右
記

の
例
か
ら
「
減
気
」
が
「
験
気
」
　
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
疑
い
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を
容
れ
な
い
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
「
験
気
」
　
は
「
減
気
」
　
の
替
わ
り
に
室
町
時
代
に
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
何
故
当
時
代
の
古
辞
書
（
管
見
に
及
ん
だ
も
の
）
　
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
は
一
つ
古
辞
吾
編
纂
上
の
連
続
性
、
継
承
性
に
一
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
そ
れ
ら
の
古
辞
書
の
成
立
の
時
に
は
「
験
気
」

が
「
減
気
」
　
ほ
ど
表
記
と
し
て
は
ま
だ
一
般
化
し
て
お
ら
ず
、
周
辺
的
な
存
在

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
因
由
す
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
『
親
長
摘
記
』

（
文
明
二
　
二
四
七
〇
）
年
～
明
応
七
二
四
九
八
）
　
年
）
　
に
は
「
減
気
」
が

二
十
一
例
現
わ
れ
て
い
る
が
「
験
気
」
が
一
例
も
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
ひ

と
つ
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
下
っ
て
、
慶
長
頃
よ
り
元
和
、
寛
永
頃
の
成
立
と
言

わ
れ
る
『
和
漢
通
用
集
』
と
、
享
保
二
　
二
七
一
七
）
年
版
の
『
書
言
字
考
節

用
集
』
と
に
は
「
滅
気
」
が
己
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
替
わ
り
に
「
験

気
」
　
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

や
耐
崇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
漢
通
用
集
讐
②
）

酎
鮮
轡
詞
　
　
　
　
　
　
（
雷
言
字
考
節
警
辞
u
甜
1
4
⑥
）

の
如
く
、
「
験
気
」
は
「
減
気
」
と
同
様
に
病
気
と
共
起
し
て
い
る
し
、
意
味

も
恐
ら
く
「
減
気
」
　
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
減
気
」
　
は
意

味
が
変
わ
ら
ず
に
、
表
記
の
み
が
変
わ
っ
て
、
「
験
気
」
　
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
室
町
時
代
に
「
験
気
」
は
、
確
か
に
「
減
気
」
　
の
よ
う
に
ま
だ
一
般
的

で
は
な
い
が
、
時
代
の
下
る
に
伴
っ
て
、
使
用
量
が
次
第
に
増
え
る
た
め
、
江

戸
時
代
成
立
の
古
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

△
四
百
四
病
は
世
に
名
医
あ
り
て
換
気
を
え
た
る
か
な
ら
ず
な
り

（
浮
世
草
子
、
日
本
永
代
戒
三
・
一
）

△
病
を
引
か
け
、
次
第
に
枕
あ
が
ら
ず
生
薬
を
あ
た
へ
つ
れ
ど
も
さ
ら
に
験

気
の
な
き
事
を
か
な
し
く
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
信
可
笑
記
五
・
五
）

△
す
く
や
か
な
男
に
は
か
に
か
は
き
の
病
と
り
つ
き
、
食
へ
ど
も
〈
あ
き

た
ら
ず
。
祈
稿
、
脚
立
、
賢
者
も
ん
ぢ
や
く
、
の
こ
る
方
な
く
し
け
れ
ど

も
、
霞
ほ
ど
も
験
気
な
く
、
今
を
か
ぎ
り
の
と
き
、

（
江
戸
笑
話
筆
か
は
き
の
病
3
3
4
⑥
）

と
あ
る
よ
う
に
、
例
中
の
「
験
気
」
と
同
じ
く
病
気
と
共
起
す
る
。
亦
、
構
文
一

か
ら
見
て
も
「
験
気
を
え
た
る
」
「
験
気
の
な
き
」
が
前
の
時
代
の
「
得
減
気
　
2
4

（
前
掲
の
『
言
継
蜘
記
』
の
例
等
）
」
「
無
滅
気
」
と
酷
似
し
て
そ
れ
の
訓
読
－

の
よ
う
に
見
え
る
。
更
に
意
味
と
し
て
も
「
減
気
」
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
こ
の
「
験
気
」
は
決
し
て
前
の
時
代
に
僅
か
に
見
え
た
、
祈
肩
、
加
持
な
ど

の
致
き
目
と
い
う
意
味
を
表
す
「
験
気
」
　
で
は
な
く
、
単
に
「
減
気
」
　
の
別
の

表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
が
出
来
た
の
は
江
戸

時
代
に
な
っ
て
「
減
気
」
と
「
験
気
」
と
が
音
韻
上
に
於
い
て
は
全
く
相
通
じ

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
「
減
気
」
　
に
替
わ
っ
て
「
験
気
」
が
登
場
し
た
た
め
、
『
邦
訳
日
葡
辞

書
』
　
の
編
訳
者
は
「
ゲ
ソ
キ
」
　
に
「
験
気
」
を
充
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
亦
、
先

学
研
究
と
し
て
現
代
語
の
「
元
気
」
が
「
験
気
」
か
ら
来
た
と
い
う
説
も
こ
こ



か
ら
起
因
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
通
時
的
に
見
れ
ば
、

「
験
気
」
は
「
元
気
」
に
変
身
す
る
前
に
、
先
ず
「
減
気
」
か
ら
の
変
容
が
起

こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
提
言
す
れ
ば
、
「
減
気
」
は
「
元
気
」
に
変
わ
る
ま
で

「
験
気
」
と
し
て
表
記
さ
れ
る
時
期
も
存
在
し
て
い
た
。

次
に
「
元
気
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
西
田
の
『
日
本
永
代
蔵
』
と
ほ
ぼ
同

年
代
の
貞
享
年
問
に
刊
行
し
た
『
地
蔵
菩
薩
竃
験
記
』
に
は
、
意
味
と
し
て
は

「
減
気
」
或
い
は
「
験
気
」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
下
記
の
よ
う
に
「
元

気
」
　
と
な
っ
て
い
る
。

△
我
等
ノ
夫
モ
此
百
日
7
マ
リ
悩
ミ
伏
シ
，
リ
ノ
そ
、
此
ノ
酒
テ
7
元
気
ヲ
待
タ
″
っ
ト
、

C
f
十
三
日
辛
丑
雨
下
、
予
白
l
昨
日
病
倦
、
今
日
得
減
気
〈
康
富
記
－
2
7
5
上
⑨
）

C
f
女
官
拇
脈
取
之
・
験
気
也
　
　
　
　
　
　
（
言
雛
椚
記
3
5
2
7
⑧
〉

ナ
カ
サ

△
正
和
五
年
ノ
夏
左
吉
病
。
犯
レ
テ
月
ヲ
超
テ
元
－
気
え
。

「
元
気
」
は
病
気
と
共
に
用
い
、
参
考
例
の
「
得
減
気
」
を
「
元
気
ヲ
得
，
″
」

と
訓
み
下
す
が
如
く
「
減
気
」
「
験
気
」
と
同
じ
く
病
気
が
快
方
に
向
か
う
と

い
う
意
味
を
表
す
。
こ
れ
は
本
来
の
中
国
語
の
ま
ま
で
萬
物
を
成
す
精
気
と
い

ぅ
意
味
を
示
す
前
の
時
代
の
「
元
気
」
と
異
な
る
。
だ
か
ら
、
右
例
の
「
元
気
」

は
前
の
時
代
に
極
小
是
に
現
わ
れ
た
「
元
気
」
で
は
な
く
、
「
減
気
」
或
い
は

（8）

「
験
気
」
　
の
代
替
で
あ
ろ
う
。

言
葉
の
変
化
は
決
し
て
あ
る
日
に
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
徐
々

に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
減
気
と
験
気
」
「
験
気
と
元
気
」
が

併
存
す
る
時
期
が
看
る
の
は
寧
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
　
お
わ
リ
に

以
上
の
考
究
で
、
「
減
気
」
は
、
和
製
頭
語
と
し
て
平
安
時
代
に
和
化
漢
文

で
生
ま
れ
て
、
鎌
倉
時
代
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
室
町

時
代
に
下
っ
て
一
時
期
に
「
験
気
」
　
で
表
記
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
後
に

「
元
気
」
に
変
化
し
た
の
が
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
よ

う
。
斯
様
な
変
化
が
出
来
た
の
は
三
者
の
音
韻
上
に
於
け
る
類
似
性
1
音
通
に

因
由
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
内
部
の
第
一
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

（9）

る
が
、
そ
の
他
に
意
味
上
の
関
連
性
に
よ
る
要
因
も
挙
げ
ら
れ
る
。

出
　
G
u
e
n
q
i
ゲ
ソ
キ
（
験
気
）
病
気
が
な
お
る
こ
と
、
ま
た
は
快
方
に
向

か
う
こ
と
、
例
‥
G
u
e
n
q
i
u
O
＜
「
⊂
（
験
気
を
得
る
）

聞
　
G
u
e
n
q
i
n
a
．
G
u
e
q
i
n
i
g
O
z
a
r
u
ゲ
ソ
キ
ナ
、
ま
た
は
ゲ
ソ
キ
ニ
ゴ
ザ

ル
　
（
験
気
な
、
ま
た
は
験
気
に
ご
ざ
る
）
健
康
で
あ
る
。
ま
た
は
病
気
が

〓
層
よ
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邦
訳
日
萄
辞
書
懸

「
減
気
」
は
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
人
間
の
体

の
非
健
康
的
な
状
態
或
い
は
病
気
と
共
起
し
て
、
そ
の
病
勢
が
衰
え
て
、
快
方

に
向
か
う
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ
は
右
記
の
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

の
H
の
意
味
と
一
致
す
る
と
見
ら
れ
る
。
が
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
挙
げ
て

あ
る
回
の
意
味
を
見
る
と
、
病
気
に
関
達
せ
ず
、
単
に
身
体
が
健
や
か
で
あ
る

こ
と
と
な
る
。
「
減
気
」
が
近
世
に
な
っ
て
、
「
元
気
」
　
に
変
わ
っ
た
の
は
、
病
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気
の
回
復
が
本
来
の
身
体
的
な
気
力
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
た
め
で
は
な
く
、

病
気
に
全
く
関
わ
る
こ
と
な
く
、
只
人
間
の
体
が
健
康
で
あ
る
こ
と
の
み
を
示

す
意
味
の
出
現
に
も
一
因
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
思
う
。
即
ち
「
減

気
」
は
病
勢
が
衰
え
て
快
方
に
向
か
う
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、
「
減
」
字
の

働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
病
気
と
関
係
な
し
に
、
只
健
康
で
あ
る
と
い
う

意
味
が
派
生
し
た
た
め
、
依
然
と
し
て
「
減
」
字
で
そ
れ
を
表
現
す
れ
ば
、

「
減
」
　
の
「
衰
え
る
」
等
の
意
味
に
束
縛
さ
れ
て
、
健
康
で
あ
る
と
い
う
意
味

を
連
想
し
か
ね
る
。
所
以
、
「
減
気
」
が
「
元
気
」
　
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
減
気
」
が
「
元
気
」
　
に
変
わ
っ
た
背
景
は
何
か
、
い
わ
ば
、
如

何
な
る
言
語
外
部
の
要
因
が
そ
の
変
化
を
触
発
さ
せ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
朱
子
学
の（10）

「
理
気
二
元
論
」
を
批
判
し
、
「
気
一
元
論
」
を
主
張
す
る
と
い
う
思
想
論
争

が
怯
烈
な
権
力
闘
争
と
共
に
盛
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
元
気
」
が

よ
く
用
い
ら
れ
て
、
幅
広
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
江
戸
時

代
の
社
会
の
安
定
に
よ
っ
て
、
人
々
が
養
生
つ
ま
り
倖
康
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
「
気
一
元
論
」
を
唱
え
る
思
想
家
は
そ
の
気
運
に
乗
じ
て
、
養
生
の

1H、

た
め
の
著
書
を
出
し
て
、
そ
の
中
で
「
気
」
「
元
気
」
を
説
明
し
、
そ
の
「
元

気
」
を
大
事
に
す
る
の
が
何
よ
り
の
養
生
で
あ
る
と
鼓
吹
し
た
。
例
え
は
、
貝

原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
に
於
い
て
は
、
人
は
天
地
の
「
元
気
」
を
受
け
て
こ
の

気
を
以
っ
て
生
の
源
、
命
の
主
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
気
の
充
足
を
計
り
減

退
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
と
説
か
れ
て
い
る
。
更
に
養
生
の
道
は
気
を
整
え
る
に

あ
り
、
胃
の
気
は
「
元
気
」
　
の
別
名
と
し
、
毒
は
気
を
塞
ぐ
も
の
、
薬
と
は
気

の
偏
と
す
る
と
さ
れ
る
。
「
元
気
」
　
は
斯
様
な
社
会
的
な
背
景
に
よ
っ
て
、
市

民
権
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
亦
一
つ
は
宗
教
の
隆
盛
に
よ
る
と
（ほ）

こ
ろ
も
あ
る
。
臨
済
禅
を
復
興
し
た
人
－
自
隠
慧
杭
は
布
教
の
た
め
に
養
生
害

を
作
っ
て
、
「
気
一
元
論
」
を
宣
伝
し
た
。
「
元
気
」
は
こ
う
い
う
言
語
外
の
要

因
に
よ
っ
て
、
過
去
の
ど
の
時
代
よ
り
も
使
用
語
彙
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

（13）

な
っ
た
。

日
本
文
献
で
は
、
中
国
語
出
自
の
「
元
気
」
と
和
製
漢
語
の
「
減
（
験
）
気
」

と
が
長
い
間
に
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
意
味
を
持
つ
た
め
、
共
存
し
て
い
た
。
が
、

近
世
に
な
っ
て
、
「
減
（
験
）
気
」
　
は
意
味
の
変
化
が
発
生
し
て
、
音
韻
上
の

類
似
性
を
土
台
に
、
「
元
気
」
　
で
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
別
々
の
語

が
こ
れ
に
よ
っ
て
合
体
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
の

中
国
語
の
ま
ま
で
ず
っ
と
変
化
し
な
か
っ
た
「
人
間
を
も
含
め
て
の
萬
物
を
構

成
す
る
源
泉
」
と
い
う
意
味
の
「
元
気
」
は
更
に
「
減
（
験
）
気
」
　
の
表
す
意

味
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
語
の
「
元
気
」
　
の
意
味
は
そ
の
両
者

を
合
わ
せ
て
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
「
減
（
験
）
気
」
は
長
年
に
亘
っ

て
日
本
文
献
に
於
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
「
元
気
」
　
で
表
記
さ
れ
た
た
め
、

近
代
ま
た
は
現
代
の
日
本
語
に
は
姿
を
消
し
て
全
く
見
え
な
く
な
っ
た
。
室
町

時
代
ま
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
「
減
気
」
が
突
然
に
日
本
語
か
ら
消
失
し
て

し
ま
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
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［
注
］

日
　
給
木
路
次
ヨ
漢
語
と
日
本
人
』
（
昭
封
、
み
す
ず
書
房
）
等

間
　
原
田
芳
起
『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究
』
（
昭
3
9
・
9
、
風
間
書
房
）
、
佐
藤
喜
代
治

『
日
本
の
漢
語
』
（
昭
封
・
角
川
書
店
）
等

刷
　
大
枚
文
彦
編
『
大
言
海
』
（
昭
7
）

回
　
「
（
正
気
）
「
お
こ
た
る
気
」
を
漢
字
に
移
し
て
音
読
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
（
同
聞
）
但
し
、
『
三
巻
本
色
薬
字
煩
抄
』
『
観
智
院
本
煩
累
名

義
抄
』
等
の
古
辞
書
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
ヲ
コ
タ
ル
」
と
「
液
」
の
対
応
関
係
を

確
認
で
き
な
い
。
本
文
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
「
オ
ト
ロ
フ
」
に
対
し
て
「
械
」
が
充
て
ら
れ

て
い
る
。

川
　
［
元
気
］
　
（
一
）
指
天
地
未
分
前
混
一
之
気
。
（
二
）
指
人
の
精
神
、
生
命
力
的
木
原
。

（
『
辞
涼
』
商
務
印
書
館
）

㈲
　
榊
原
邦
彦
「
記
録
体
で
は
左
経
記
の
万
寿
三
年
五
月
四
日
の
条
に
、
「
御
悩
猶
不
意
、

是
御
寸
白
云
々
」
と
「
怠
」
の
語
が
見
え
る
が
、
普
通
は
「
平
復
」
、
「
平
癒
」
、
「
平
愈
」
、
「
乎

損
」
、
「
減
平
」
な
ど
が
多
い
、
こ
れ
ら
は
仮
名
作
品
の
「
お
こ
た
る
」
に
対
応
し
、
治
る
の

意
で
あ
ろ
う
。
「
宜
成
」
「
有
減
気
」
「
有
減
」
な
ど
も
見
ら
れ
る
」
（
平
安
時
代
の
「
オ
コ
タ
ル
」

に
つ
い
て
『
松
村
博
司
先
生
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
昭
封
・
1
1
・
5
、
笠
間
書
院
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
注
、
用
例
の
出
処
省
略
、
筆
者
）

用
　
小
野
正
弘
「
元
気
」
（
『
日
本
語
学
』
一
九
九
三
・
1
2
・
6
明
治
書
院
）
に
も
彼
様
な
ご
指

摘
が
見
ら
れ
る
。

回
　
「
わ
が
国
で
古
く
か
ら
用
い
て
き
た
「
げ
ん
き
」
が
「
元
気
」
と
い
う
語
と
結
び
つ
い
て

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
佐
藤
喜

代
治
『
日
本
の
漢
語
』
（
昭
封
・
角
川
書
店
）
）

回
　
「
病
気
平
癒
の
た
め
に
加
治
、
析
房
や
医
薬
に
よ
る
治
療
を
加
え
、
そ
の
効
果
の
あ

ら
わ
れ
と
し
て
快
方
に
向
か
う
意
で
「
験
気
」
の
字
も
用
い
、
ま
た
、
病
気
の
回
復
は
本

来
の
身
体
的
気
力
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
元
気
」
の
字
も
用
い
る
に
至
っ
て
い

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
（
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
室
町
時
代
霜
二
の
「
減
気
・
験
気
・
元

気
」
の
条
、
一
九
八
九
、
7
、
1
0
、
三
省
堂
）

㈹
　
木
村
清
孝
「
禅
と
「
気
」
－
白
隠
禅
の
活
力
－
」
（
『
気
の
世
界
』
一
九
九
〇
・
2
・
2
8
、

東
京
大
学
出
版
会
）

△
赤
塚
行
雄
『
気
の
文
化
論
』
の
5
社
会
に
於
け
る
「
気
」
の
展
開
二
九
九
〇
・
9
・
2
5
、

創
拓
社
）

の
　
只
原
益
軒
『
養
生
訓
』
（
正
徳
三
年
）

㈹
　
同
㈹

㈹
　
尚
　
要
因
と
し
て
は
、
「
こ
れ
も
「
福
恵
全
書
」
に
、
非
ご
如
以
二
数
十
年
之
培
養
二
九
気

終
末
レ
易
レ
復
也
。
（
巻
五
）
二
例
略
）
と
あ
る
が
、
こ
の
や
う
な
例
を
見
れ
ば
、
こ
の
語

が
広
く
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
わ
が
国
に
も
行
な
は
れ
る
に
至
っ
た
と
考
へ
る
こ

と
は
決
し
て
無
理
で
た
か
ろ
う
」
（
佐
藤
喜
代
治
「
頼
山
陽
の
書
簡
に
見
え
る
漢
語
に
つ

い
て
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
4
5
・
1
0
）
と
、
「
近
世
に
お
び
た
だ
し
く
出
版
さ
れ
た
中
国
医

学
の
書
に
お
け
る
「
元
気
」
を
、
日
本
の
医
者
が
採
り
い
れ
、
そ
れ
が
広
ま
っ
た
結
果
、

現
在
の
よ
う
な
「
元
気
」
の
用
法
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
路
筋
が
推
定
で
き
そ

う
に
思
わ
れ
る
」
と
も
（
両
用
）
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

検
索
文
献

本
稿
で
調
べ
た
中
日
両
国
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
こ
中
国
文
献

A
、
韻
　
文

毛
詩
・
楚
辞
（
瞭
悌
燕
京
学
杜
引
得
）
、
哲
康
集
（
哲
康
集
校
注
本
）
、
阪
籍
集
（
玩
籍
上
下

本
）
、
陸
機
詩
（
陸
士
衡
注
本
）
、
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
堀
江
忠
通
編
）
、
謝
霊
運
詩
（
謝
康
楽

詩
注
本
）
、
謝
宜
城
詩
（
万
有
文
庫
本
）
、
全
漢
詩
索
引
・
北
貌
詩
索
引
、
全
宋
詩
索
引
・

北
斉
詩
索
引
・
北
周
詩
索
引
・
斉
詩
索
引
・
全
三
国
詩
索
引
（
松
浦
宗
編
）
、
全
漠
三
国
晋

南
北
朝
詩
上
・
下
（
丁
福
保
編
）
、
王
墓
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
真
夫
編
）
、
陳
子
昂
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詩
（
陳
子
昂
集
本
）
、
孟
浩
然
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
王
維
詩
（
超
松
谷
本
）
、
李
白
歌
詩
（
膠

本
）
、
杜
詩
（
宋
刻
本
）
、
孟
郊
詩
索
引
（
野
田
一
族
編
）
、
張
籍
歌
詩
（
張
籍
詩
集
本
）
、
韓

愈
歌
詩
（
厚
木
）
、
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
（
平
岡
武
夫
・
今
井
清
福
）
、
柳
宗
元
歌
集
（
来
世

採
堂
）
、
李
賀
詩
（
李
長
吉
歌
詩
四
巻
）
、
杜
牧
詩
（
契
川
詩
集
本
）
、
温
庭
埼
歌
詩
（
四
部
備

要
本
）
、
琴
参
歌
詩
（
四
部
叢
刊
本
）
、
何
氏
歴
代
詩
話
（
文
文
博
主
編
）
、
漢
詩
大
観
（
井
田

容
店
）
、
唐
詩
観
賞
辞
典
（
上
海
辞
書
出
版
社
）
、
宋
詩
鑑
賞
辞
典
（
上
海
辞
書
出
版
社
）
宋

詞
鑑
賞
辞
典
（
北
京
燕
山
出
版
社
）

B
、
散
　
文

周
易
・
尚
容
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
春
秋
左
伝
・
春
秋
公
羊
伝
・
春
秋
穀
梁
伝
・
論
語
・

孟
子
・
孝
経
・
爾
雅
（
十
三
経
注
疏
）
、
墨
子
引
待
・
有
子
引
得
（
吟
悌
燕
京
学
社
引
得
特

刊
）
、
管
子
引
得
（
中
文
研
究
資
料
中
心
研
究
資
料
叢
書
）
、
老
子
索
引
（
豊
島
睦
編
）
、
荘

子
引
得
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司
編
）
、
列
子
引
得
（
山
口
義
男
編
）
、
呉
子
・
商
子
　
六

ぢ
・
呂
氏
春
秋
・
韓
非
子
・
推
南
子
・
説
苑
（
四
部
叢
刊
本
）
、
孫
子
索
引
（
東
北
大
学
中

国
哲
学
研
究
室
編
）
、
国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
）
、
山
海
経
過
検
（
中
法

漢
字
研
究
所
編
）
、
戦
国
策
（
土
祀
居
　
栗
本
）
、
潜
夫
論
（
四
部
備
要
本
）
、
水
経
注
、
孔

子
家
語
・
論
衡
・
揚
子
法
言
・
抱
朴
子
・
西
陽
雉
狙
（
四
部
螢
刊
本
）
、
史
記
索
引
（
中
国

廣
播
電
視
出
版
社
）
、
漢
書
索
引
（
黄
福
璧
編
）
、
後
漢
書
語
彙
集
成
上
・
中
・
下
（
藤
田
至

萎
縮
）
、
方
言
校
箋
（
周
祖
註
方
言
校
箋
本
）
、
風
俗
通
義
付
通
検
（
中
法
漢
学
研
究
所
編
）
、

白
虎
通
引
得
、
（
吟
悌
燕
京
学
社
引
待
）
、
三
国
志
及
襲
注
綜
合
引
待
（
蛤
悌
燕
京
学
社
引

待
）
、
曹
植
文
集
（
法
蘭
西
学
院
漢
字
研
究
所
）
、
文
選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
、
文
心
離
龍

索
引
（
岡
村
繁
霜
）
、
蒙
求
（
長
承
本
）
、
遊
仙
窟
（
醍
醐
寺
蔵
）
、
世
説
新
語
索
引
（
高
橋
活

編
）
、
貞
税
政
要
（
貞
観
政
要
定
本
）
、
唐
律
疏
議
引
（
荘
為
斯
編
著
）
、
抹
香
評
語
索
引
（
久

保
卓
哉
編
）
、
漠
疏
六
朝
小
説
選
評
上
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
、
捜
神
記
・
飛
燕
外
侍
・
迷

標
記
・
田
河
記
・
李
林
甫
外
侍
・
李
泌
侍
・
東
城
老
父
侍
・
高
力
士
侍
・
梅
妃
侍
・
揚
大

月
外
侍
・
本
事
詩
・
剣
侠
債
∵
劉
無
隻
傍
（
晋
唐
小
説
・
国
語
漢
文
大
成
）
、
冥
祥
記
（
人

民
文
学
出
版
社
）
、
宋
史
列
侍
儒
林
巻
（
中
華
書
局
）
、
綴
耕
録
通
検
（
退
園
履
之
刊
本
）
、
東

京
夢
筆
録
「
夢
梁
録
」
語
彙
索
引
（
梅
原
郁
編
）
、
朱
子
語
煩
口
語
語
彙
（
塩
見
邦
彦
編
）
中
国

随
筆
索
引
〓
風
郡
大
学
東
洋
史
研
究
全
編
）
、
中
国
随
筆
著
索
引
（
佐
伯
富
福
）
、
金
史
語
彙

集
成
上
中
下
（
小
野
川
秀
義
編
）
、
敦
坦
欒
文
集
（
人
民
文
学
出
版
社
）
、
敦
塩
欒
文
彙
銀

（
周
紹
良
編
、
上
海
出
版
公
司
）
、
敦
短
欒
文
学
義
通
繹
（
新
文
豊
出
版
公
司
）
、
蘇
東
披
詩
集

C
、
仏
　
書

法
華
経
一
字
索
引
付
開
結
二
経
（
東
洋
哲
学
研
究
所
編
）
、
一
切
経
音
義
索
引
（
沼
本
克
明
・

池
田
言
語
・
原
卓
志
編
、
古
辞
容
音
義
集
成
1
9
）
、
唐
招
提
寺
本
全
光
明
最
勝
王
経
（
訓
点

語
と
訓
点
資
料
第
一
輯
）
、
山
田
本
妙
法
蓬
華
経
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
可
輯
）
、
堅
語
疏

願
経
四
分
律
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
測
輯
）
、
成
実
論
（
東
大
寺
図
書
館
歳
）
、
正
倉
院
地

蔵
十
輪
経
巻
い
・
又
勉
誠
社
）
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
撃
経
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
7
1
・

7
2
研
合
併
号
）
、
沙
碑
十
戒
威
儀
経
（
石
山
寺
歳
）
、
百
法
田
幽
抄
（
東
大
寺
図
書
館
祓
）
、

南
海
寄
帰
内
法
侍
（
天
理
図
書
館
疏
）
、
東
寺
祓
不
動
軌
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
6
印
）
、

大
東
急
記
念
文
庫
戒
大
日
疑
義
釈
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
1
6
・
1
7
・
2
3
・
㌘
・
加
持
）
、
大
毘

慮
遮
郡
成
仏
任
琉
（
高
山
寺
蔵
）
、
興
福
寺
祓
大
桑
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
（
「
興
福
寺
蔵
大
慈
恩

寺
三
蔵
法
師
倍
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
築
島
裕
）
、
広
島
大
学
歳
八
字
文
殊
俵
軌
（
訓
点

語
と
訓
点
資
料
題
3
9
租
）
、
大
唐
西
城
記
長
寛
元
点
（
「
古
点
本
の
国
語
的
研
究
」
中
田
紀
夫
）
、

大
正
新
修
大
蔵
経
、
中
国
往
生
伝
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
）

D
、
そ
の
他

説
文
解
字
、
説
文
解
字
注
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
、
大
旗
益
命
玉
賃
（
四
部
叢
刊
木
）
、
廣
試
・

集
韻
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
、
絶
品
手
鏡
へ
中
華
苫
局
）
、
煩
爵
（
中
華
書
局
）
、
康
毘
辞
典

（
中
華
書
局
）
、
侃
文
出
府
（
王
雲
五
編
）
、
辞
漁
（
商
務
印
召
館
）
、
中
文
大
辞
典
（
中
国
文

化
研
究
所
出
版
）
、
漢
語
大
詞
典
（
改
語
大
詞
典
出
版
社
）
、
中
国
語
大
事
典
（
角
川
書
店
）
、

辞
海
（
中
華
書
局
）

（
二
）
日
本
文
献

I
、
奈
良
時
代
文
献

憲
法
十
七
粂
・
上
官
聖
徳
法
王
帝
記
（
堅
絶
大
子
葉
・
日
本
思
想
大
系
）
、
法
華
義
琉
（
大
日
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木
仏
教
全
3
第
一
巻
「
　
正
倉
院
古
文
召
一
～
二
十
三
巻
（
大
日
本
古
文
雷
（
こ
）
、
古
京

遺
文
（
狩
谷
薫
謂
霜
）
、
続
古
京
退
文
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
隔
）
、
平
城
宮
木
簡
一
・
二
・

三
・
四
、
慧
原
宮
木
田
一
・
二
、
長
田
京
木
簡
一
・
平
競
市
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
（
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
）
、
軍
楽
退
文
上
・
下
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
・
古
事
記
・
新
訳
華
厳

托
音
義
私
記
・
還
啓
平
城
詔
・
道
立
盟
迂
討
仏
詔
・
貞
恵
伝
・
武
智
麻
呂
伝
・
乞
骸
骨
表
、

私
教
煩
累
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
日
本
書
紀
・
万
葉
集
・
懐
風
蒜
（
岩
波
日
本
古
典
文

学
大
系
）
、
風
土
記
漢
字
索
引
（
格
垣
節
也
福
）

H
、
平
安
鍾
倉
室
町
時
代
文
献

A
、
和
　
文

竹
取
朽
語
・
伊
勢
的
語
・
土
佐
日
記
・
多
武
峯
少
将
物
語
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
落

窪
物
語
・
枕
草
子
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
・
狭
衣
物
語
（
岩
波
日

本
古
共
文
学
大
系
）
、
源
氏
物
語
大
成
（
中
央
公
論
社
）
、
新
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
索
引
、

宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
（
宇
津
保
物
語
研
究
会
　
笠
間
書
院
）
、
大
鏡
の
研
究
（
秋
葉
安

太
郎
著
、
桜
揖
仕
）
、
浜
松
中
納
言
物
語
・
更
級
日
記
・
堤
中
納
言
物
語
（
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
）
、
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
（
梅
沢
本
・
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
全
編
）
、

古
今
和
歌
集
・
技
挟
和
歌
集
・
拾
退
和
歌
集
・
金
棄
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌

集
・
新
古
今
和
歌
集
・
新
勅
撰
和
歌
集
・
続
古
今
和
歌
集
（
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
）
、
染

踵
秘
抄
総
索
引
（
小
林
芳
規
・
神
作
光
一
武
蔵
野
書
院
）
、
中
務
内
侍
日
記
・
と
は
ず
が

た
り
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
）

B
、
漢
　
文

文
筆
秀
毘
集
・
菅
宏
文
軍
曹
家
後
集
・
日
本
霊
異
記
・
和
漢
朗
詠
集
（
岩
波
日
本
古
典
文

学
大
系
）
、
文
鏡
秘
府
論
（
図
召
寮
本
）
、
遍
照
発
揮
性
霊
集
・
江
都
督
納
言
集
〓
ハ
地
蔵
寺

本
）
、
本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
蔵
本
）
、
高
山
寺
本
表
白
条
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
凌

雲
集
、
経
国
集
・
都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
孝
和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
、
扶
桑
集
・

本
朝
照
藻
・
江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
和
・
殿
上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性
寺
関
白
御
集

（
辞
書
類
従
第
六
輯
）
、
三
教
指
帰
（
天
理
図
書
館
本
）
、
作
文
大
体
（
天
理
図
書
館
本
）
、
続

日
本
紀
・
日
本
後
記
・
令
義
解
・
令
集
解
・
続
日
本
後
記
・
日
本
文
徳
天
皇
実
録
二
二
代

賃
鐙
・
瓢
罪
三
代
格
・
弘
仁
格
・
延
書
式
・
延
菩
交
替
式
・
貞
観
交
替
式
・
延
暦
交
替
式
・

政
事
要
略
・
日
本
紀
略
・
扶
桑
略
紀
・
百
錬
抄
・
朝
野
群
載
・
本
朝
文
集
・
本
朝
続
文
集
・

本
朝
世
紀
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
、
律
令
・
本
成
寺
金
堂
供
養
願
文
・
革
命
勘
文
・
藤
原

保
別
伝
・
寛
平
御
追
試
・
九
条
右
丞
相
退
誠
・
菅
家
退
誠
・
陸
奥
話
記
（
岩
波
日
本
思
想

大
系
）
、
古
語
拾
退
（
新
撰
日
本
古
典
文
庫
）
、
三
代
御
記
逸
文
集
成
（
所
功
編
国
書
刊
行
会
）

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂
関
自
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
後
二

枚
師
通
記
・
中
右
記
・
帥
記
・
永
昌
記
・
長
秋
記
・
殿
暦
・
兵
範
記
・
台
記
・
吉
記
・
三

枚
記
・
猪
猥
関
自
記
・
勘
仲
記
・
歴
代
窟
記
・
花
園
天
皇
戻
記
伏
見
天
皇
扉
記
・
三
長
記
・

田
昆
関
白
記
・
平
戸
記
・
後
愚
昧
記
・
康
富
記
・
碧
山
日
録
・
親
長
脚
記
・
家
忠
日
記
・

宣
胤
脚
記
（
大
日
本
古
記
鐙
・
増
補
史
料
大
成
）
、
西
宮
記
（
増
訂
故
実
叢
書
）
、
玉
葉
、
明

月
記
（
国
書
刊
行
会
）
、
吾
妻
鏡
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
、
平
安
退
文
（
竹
内
理
三
編
・
東

京
堂
刊
行
）
、
尾
張
国
解
文
の
研
究
（
阿
部
猛
著
・
大
原
新
生
杜
刊
）
、
鎌
倉
遺
文
（
一
～
十

六
）
（
竹
内
理
三
編
・
東
京
堂
刊
行
）
、
高
野
山
文
書
（
一
～
四
）
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第

一
）
、
東
大
寺
文
書
二
～
八
）
（
大
日
本
古
文
家
わ
け
第
十
八
）
、
将
門
記
（
真
福
寺
本
）
、

御
成
敗
式
目
（
古
典
保
存
会
）
、
明
恵
上
人
行
伏
（
明
恵
上
人
資
料
第
一
・
高
野
山
資
料
叢

書
第
一
冊
）
、
江
家
次
第
・
江
談
抄
（
新
訂
増
補
故
貿
叢
書
）
、
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研

究
（
久
曽
神
昇
著
・
風
間
書
房
）
、
雲
州
往
来
苧
禄
本
研
究
と
索
引
・
本
文
研
究
編
、
和
泉

往
来
（
京
都
大
学
国
語
古
文
資
料
叢
書
）
、
高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
資
料
若
君
第
二
冊
）

、
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
・
十
二
月
往
来
・
貴
嶺
問
答
・
尺
索
往
来
・
雑

筆
往
来
・
垂
髪
往
来
・
消
息
往
来
・
常
途
往
来
・
百
也
往
来
・
庭
訓
往
来
・
弟
子
憎
往
来

集
・
南
都
往
来
・
鎌
倉
往
来
・
質
済
往
来
・
骨
席
往
来
・
新
十
二
月
往
来
・
御
慶
往
来
・

異
本
十
二
月
往
来
・
手
習
覚
往
来
・
山
密
往
来
・
十
二
月
消
息
・
新
札
往
来
・
痢
玉
条
（

日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）
、
全
剛
波
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
（
石
寺
本
・
窯
坂
本
）
、

全
剛
寺
蔵
注
好
撰
（
後
藤
昭
雄
霜
・
和
泉
書
院
）
、
高
野
山
宝
寿
院
蔵
日
本
法
花
験
記
（
臨

川
書
店
）
、
往
生
要
集
（
最
明
寺
本
）
、
遥
拝
本
願
念
仏
集
（
往
生
院
本
）
、
探
要
法
華
験
記
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（
醍
醐
寺
蔵
）
、
日
本
往
生
極
楽
記
、
大
日
本
国
法
華
験
記
・
続
本
朝
往
生
伝
・
本
朝
神
仙

伝
・
拾
遺
往
生
伝
・
続
拾
退
往
生
伝
・
三
外
往
生
伝
・
本
朝
新
修
往
生
伝
・
高
野
山
往
生

伝
・
念
仏
往
生
伝
・
往
生
要
集
・
諸
山
縁
起
・
白
山
之
記
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
園
城

寺
伝
記
（
大
日
本
仏
経
全
書
八
十
六
巻
寺
誌
部
四
）
、
天
台
匹
主
記
（
続
群
書
類
従
第
四
軒

下
）
、
数
行
信
証
（
岩
波
文
庫
）
、
法
然
一
遍
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
地
蔵
菩
薩
霊
験
記

（
古
典
文
庫
）
、
玉
造
小
町
壮
表
書
（
山
内
澗
三
・
木
村
歳
・
栃
尾
武
編
輯
）
、
浦
島
子
伝
・

富
士
山
記
・
続
浦
島
子
伝
・
新
猿
楽
記
・
塊
偏
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
碁
年
記
（
群
書

類
従
第
六
斡
）
、
五
山
文
学
集
（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
小
補
集
・
補
庵
集
・
小

補
東
遊
集
・
後
記
・
捕
庵
京
華
前
集
・
蒼
葡
集
（
五
山
文
学
新
集
第
一
巻
　
玉
林
竹
二
編
）

C
、
和
漢
混
清
文

東
大
寺
諷
韻
文
稿
（
中
田
祝
夫
・
風
間
書
房
）
、
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
退
物
語
・
保
元
物

語
・
平
治
物
語
・
平
家
物
語
（
覚
一
本
）
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
発
心
集
本
文
自
立

語
索
引
（
高
尾
稔
・
長
嶋
正
久
・
清
文
堂
）
、
方
丈
記
（
大
福
光
寺
本
）
、
海
道
記
（
尊
経
閤

文
庫
本
）
、
東
関
紀
行
本
文
及
び
総
索
引
（
江
口
正
弘
監
惨
・
笠
間
索
引
叢
書
六
十
二
、

延
慶
本
平
家
物
語
（
勉
誠
社
）
、
源
平
盛
衰
記
（
有
朋
堂
文
庫
本
）
、
沙
石
集
（
慶
長
十
年
古

活
字
本
・
勉
誠
杜
）
、
古
本
説
話
集
総
索
引
（
山
内
洋
一
郎
・
風
間
書
房
）
、
打
開
集
の
研

究
と
総
索
引
（
東
辻
保
和
著
・
清
文
堂
）
、
十
訓
抄
文
と
索
引
（
泉
基
博
編
・
笠
間
書
院
）
、

三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
（
馬
淵
和
男
監
修
・
中
央
大
学
国
語
研
究
全
編
）
、
三
教
指
帰
注
総

索
引
及
び
研
究
（
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
武
蔵
野
書
院
）
、
宝
物
集
（
書
陵
部
蔵
・
古
典
保

存
会
）
、
法
華
百
座
国
書
抄
総
索
引
（
小
林
芳
規
編
・
武
蔵
野
書
院
）
、
閑
居
友
本
文
及
び

総
索
引
（
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
全
編
）
、
草
案
集
（
建
保
四
年
本
山
口
光
円
氏
蔵
）
、
明

恵
上
人
夢
記
・
却
厨
忘
記
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
栂
尾
明
恵
上
人
侍
・
拇
尾
明
恵
上
人

物
語
・
明
恵
上
人
神
現
俸
記
（
明
恵
上
人
資
料
一
・
二
　
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
）
、
六

放
屁
御
家
訓
・
北
野
天
神
縁
起
・
八
幡
愚
童
訓
甲
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
古
事
談
（
新

訂
増
柿
国
史
大
系
）
、
正
法
眼
蔵
随
閲
記
語
彙
総
索
引
（
田
島
疏
堂
・
近
藤
洋
子
編
・
法
意

館
）
、
正
法
眼
戒
要
語
（
岩
波
文
庫
本
）
、
古
今
著
聞
集
〇
石
渡
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
中
外

抄
・
富
家
語
（
勉
誠
社
）
、
俊
煩
髄
脳
・
古
来
風
紀
抄
（
日
本
歌
学
大
系
第
一
二
一
巻
）
、
愚

管
抄
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
歎
異
抄
本
文
と
索
引
（
山
田
厳
・
木
村
歳
編
・
新
典

社
）
、
大
歳
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
（
表
現
社
）
、
古
活
字
本
伊
曾
保
物
語
（
臨
川
書
店
）
、

義
経
記
・
太
平
記
・
室
町
物
語
・
御
伽
草
子
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
天
草
版
平
家

物
語
対
照
本
文
及
び
索
引
（
江
口
正
弘
著
）
、
雑
兵
物
語
（
桜
揖
杜
）
、
拐
鴨
暁
彗
（
三
弥
井

書
店
）
、
毛
詩
抄
（
岩
波
容
店
）
、
杜
詩
続
翠
抄
・
漢
書
抄
・
古
文
真
宝
・
桂
林
抄
・
古
文

真
宝
彦
龍
抄
・
山
谷
抄
・
荘
子
抄
・
百
丈
清
規
抄
・
日
本
書
紀
兼
倶
抄
・
日
本
書
紀
桃
源

抄
（
続
抄
物
資
料
集
成
　
清
文
堂
）

D
、
そ
の
他

宴
隷
万
象
名
義
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
）
、
新
撰
字
鏡
（
臨
川
書
店
）
、
和
名
頸
果
抄
古
写

本
声
点
本
文
お
よ
び
索
引
（
馬
渕
和
夫
・
風
間
書
房
）
、
世
俗
諺
文
（
天
理
図
書
館
蔵
本
）
、

三
巻
本
色
菓
字
煩
抄
（
夙
書
書
房
）
、
煩
衆
名
義
抄
（
図
書
栗
本
・
観
智
院
本
）
、
名
語
記

（
勉
誠
社
）
、
伊
京
葉
・
明
応
五
年
本
節
用
集
・
饅
頭
良
木
節
用
集
・
易
林
木
節
用
集
・
黒

川
本
節
用
集
（
古
本
節
用
集
六
枚
研
究
並
び
に
総
合
索
引
・
中
田
祝
美
・
風
間
書
房
）
、
文

明
本
節
用
集
（
風
間
書
房
）
、
運
歩
色
葉
集
・
温
故
知
新
書
・
提
項
集
・
額
更
生
（
中
世
古

辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
・
中
田
祝
夫
・
風
間
書
し
尿
）
、
古
本
下
学
生
七
位
研
究

並
び
に
総
合
索
引
（
中
田
祝
夫
・
林
義
姓
・
風
間
翼
房
）
、
書
言
字
考
節
用
集
研
究
道
び
に

索
引
（
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
・
風
間
容
房
）
、
邦
訳
日
葡
辞
書
岩
泣
書
店
）
、
ロ
ド
リ

ゲ
ス
日
本
犬
文
典
（
土
井
忠
夫
訳
）
、
和
茂
通
用
集
（
勉
誠
杜
）
、
誕
添
遁
燕
抄
・
楼
蕪
お

（
臨
川
書
店
）
、
倭
王
篇
五
本
和
訓
集
成
（
北
恭
昭
編
・
汲
古
書
昆
）

［
附
記
］

本
稿
は
、
平
成
四
年
の
大
学
院
生
研
究
発
表
（
口
頭
）
と
平
成
六
年
度
広
島
市
立
大
学
特

別
研
究
費
の
研
究
報
告
書
を
も
と
に
加
重
し
た
も
の
で
す
。

－
　
ら
ん
・
ち
く
み
ん
、
広
島
市
立
大
学
助
教
授
　
－
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